
11
月
定
例
会
議 

一
般
質
問

候補路線
指定要望中

名
神
名
阪
連
絡
道
路
に
つ
い
て

　
日
本
列
島
を
東
西
方
向
に
走
る
名
神
高
速
道
路
、
新
名

神
高
速
道
路
、
名
阪
国
道
の
国
土
軸
を
、
日
本
海
か
ら
太

平
洋
ま
で
南
北
軸
で
結
ぶ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
軸
に

位
置
す
る
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、
平
成
13
年
12
月
に
地

域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
に
指
定
さ
れ
て
以
降
、
何
度

も
進
捗
や
見
通
し
に
関
す
る
質
問
が
県
議
会
で
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
調
査
報
告
や
実
現
に
向
け
た
進
展

が
な
い
ば
か
り
か
、
三
日
月
知
事
の
所
見
は
も
ち
ろ
ん
、

近
年
の
土
木
交
通
部
長
の
答
弁
内
容
に
も
、
こ
の
事
業
に

対
す
る
熱
意
が
感
じ
取
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
地
域
高
規
格
道
路
・
名
神
名
阪

連
絡
道
路
に
対
す
る
三
日
月
知
事
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
名
神
名
阪
連
絡
道
路

の
整
備
促
進
に
対
す
る
調
査
結
果
お
よ
び
進
捗
や
見
通
し

を
土
木
交
通
部
長
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

知
事　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
が
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
大
規
模
災
害
時
に
は
迂
回
路
と

し
て
大
き
な
機
能
を
果
た
す
道
路
で
あ
る
こ
と
の
認
識
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
様
々
な
環
境
変
化
が
あ
る
中
、
一

歩
一
歩
、
こ
の
取
組
を
進
め
て
い
る
関
係
者
の
努
力
に
は
、

深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
全
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
大
規
模
な
幹
線
道
路
の

整
備
が
集
中
的
に
展
開
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
道
路
予
算
の
確
保
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
国
や
三
重
県
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
名
神
名
阪
連

絡
道
路
の
整
備
に
向
け
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
に
対
す
る
知
事
の
所
見
を
伺

う

広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
、
現
状
を
踏
ま
え
た
整
理
、
整
備
効

果
は
明
確
に
さ
れ
た
か
、
整
備
手
法
は
ど
こ
ま
で
検
討
さ

れ
た
か

土
木
交
通
部
長　
新
名
神
高
速
道
路
が
供
用
し
て

か
ら
の
地
域
の
状
況
変
化
に
お
い
て
、
現
況
交
通

の
課
題
と
し
て
交
通
流
動
や
観
光
の
現
状
、
防
災
機
能
が

あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
果
の
整
理
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
ず
は
、
そ
の
路
線
の
役
割
、
必
要
性
を
し
っ
か

り
と
整
理
し
た
う
え
で
、
整
備
手
法
の
検
討
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
寒
と
な
り
寒
さ
が
一
層
厳
し
い
時
期
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
新
年
が
明
け
今
年
は
例
年
に
な
く
暖
か
い
お
正
月
で
し

た
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
を
い
か
が
お
過

ご
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
昨
年
は
初
め
て
の
滋
賀
県
議
会
議
員
と
し
て
、
多

く
の
皆
様
に
多
岐
に
渡
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
県
会
議
員
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
本
年
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
経
験
と
実
績
を
積

み
上
げ
て
い
く
べ
く
、
様
々
な
県
政
の
課
題
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
を
迎
え

知
事　
国
、
県
、
三
重
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
、
連
携
を
取
り
な
が
ら
名
神
名
阪
連
絡
道
路

の
調
査
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
進
捗
状
況
が
見
え

づ
ら
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
関
係
市
町
と
意
識
の
ず
れ
や

温
度
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
実
現
に
向
け
、
関
係
市
町
と
連

携
を
取
り
つ
つ
、
そ
の
進
捗
状
況
が
見
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
と
三
重
県
、
関
係
市
町
と
の
連
携
に
つ
い
て
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

土
木
交
通
部
長　
国
で
は
、
広
域
的
な
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
道
路
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
進
め
て
お
り
、
県
で
は
、
滋
賀
、
三
重
そ
れ

ぞ
れ
の
区
域
で
の
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

県
管
理
道
路
の
現
状
把
握
や
課
題
に
対
す
る
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
調
査
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、
国
で
は
、

名
神
名
阪
連
絡
道
路
に
求
め
ら
れ
る
機
能
・
役
割
、
具
体

的
に
は
、
物
流
、
医
療
、
観
光
等
の
地
域
の
課
題
や
路
線

の
必
要
性
等
に
つ
い
て
整
理
し
、
県
で
は
、
地
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
検
討
と
し
て
、
課
題
箇
所
の
概
略
設
計
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
、
三
重
県
、
滋
賀
県
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と

調
査
の
進
捗
に
つ
い
て

土
木
交
通
部
長　
平
成
20
年
に
新
名
神
高
速
道
路

が
一
部
供
用
し
、
甲
賀
地
域
に
大
型
車
両
が
増
え

て
い
る
と
の
意
見
も
あ
り
、
名
神
名
阪
連
絡
道
路
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
道
路
に
お
け
る
課
題
箇
所
の
改
善
策
の
検
討
に

つ
い
て
、
地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
費
を
使
っ
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　
結
果
、
改
善
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
整
備
段
階
に
お
い
て
、
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
費
で
、
道
路
整
備
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
調
査
を
行
っ
て
い
る

と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

土
木
交
通
部
長　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、
大
規

模
事
業
の
た
め
、
暫
定
的
な
整
備
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
あ
る
道
路
で
そ
の
機
能
が
ど
こ
ま
で
代
替

で
き
る
か
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
安
全
面
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
、
た
と
え
ば
歩
道
を
設
け
る
よ
う
設
計
し

て
い
ま
す
。

　
環
境
面
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
課
題
箇
所
の
個
々
の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、

調
査
の
必
要
性
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
以
外
の
代
替
案
に
か
か
る
安
全

面
、
環
境
面
の
検
討
、
調
査
に
つ
い
て

土
木
交
通
部
長　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、
大
規

模
な
事
業
で
あ
り
、
整
備
手
法
の
確
立
の
み
な
ら

ず
、
事
業
主
体
の
調
整
を
含
め
た
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

も
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
国
、
三
重
県
と
連
携
し
な

が
ら
、
現
在
行
っ
て
い
る
調
査
・
検
討
を
さ
ら
に
推
し
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
促
進
の
見
通

し
に
つ
い
て

◆
名
神
名
阪
連
絡
道
路
と
は

　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、
名
神
高
速
道
路
と
新
名
神
高

速
道
路
、
名
阪
国
道
と
の
連
結
に
よ
り
、
東
西
方
向
道
路

網
の
機
能
強
化
や
広
域
的
な
交
流
を
促
進
し
、
更
に
北
陸

自
動
車
道
、
伊
勢
自
動
車
道
と
一
体
と
な
っ
て
、
日
本
海

か
ら
太
平
洋
に
至
る
南
北
方
向
の
地
域
連
携
軸
を
形
成
す

る
地
域
高
規
格
道
と
し
て「
候
補
路
線
指
定
」・「
計
画
道
路

指
定
」を
経
て「
調
査
区
間
」に
指
定
さ
れ
て
以
降
、
公
共
投

資
抑
制
の
動
き
の
中
で
事
業
化
へ
の
進
展
は
な
く
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
本
連
絡
道
路
は
広
域
的
な
産
業
、
経
済
、
文
化
の
交
流
、

周
辺
地
域
の
社
会
基
盤
の
強
化
と
地
域
振
興
に
大
い
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
於
い
て
、
緊
急
輸
送
、
避
難

道
路
と
し
て
の
機
能
面
か
ら
も
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
喫

緊
の
課
題
で
す
。

人
の
交
流
、
物
資
の
流
通
を
活
性
化
さ
せ
る
…

　
　
　
　
　
　
地
域
高
規
格
道
路“
名
神
名
阪
連
絡
道
路
”と
は

◆
経
過
と
現
状

　
平
成
３
年
に
計
画
さ
れ
た「
び
わ
こ
空
港
自
動
車
道
」と
、

平
成
６
年
か
ら
要
望
が
は
じ
ま
っ
た「
伊
賀
甲
賀
連
絡
道

路
」が
平
成
12
年
12
月
に
一
路
線
と
し
て
統
合
さ
れ
、
名
神

名
阪
連
絡
道
路
に
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
に
名
阪
国
道
上
柘
植
Ｉ
Ｃ
か
ら
新
名
神
高
速

道
路
甲
賀
土
山
Ｉ
Ｃ
を
経
由
し
、
名
神
高
速
道
路
蒲
生
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
、
延
長
約
30
㎞
が
調
査
区
間
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
区
間
が
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
名

神
高
速
道
路
蒲
生
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
８
号
、
名
阪

国
道
上
柘
植
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
１
６
５
号
ま
で
の
区
間
が「
候

補
路
線
」に
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
、
名
神
名
阪
連
絡
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
が
要
望
し
て
い
ま
す
。

※「名神名阪連絡道路の整備区間指定を実現する会」要望書よりプ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予

算
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
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議
員
と
し
て
初
め
て
の
年
末
年

始
。十
二
月
は
議
会
と
各
団
体
と

の
会
合
等
が
続
き
、新
年
は
元
旦

早
朝
よ
り
新
春
の
会
合
の
連
続
で

時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。

　

時
間
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
今
年
も

頑
張
り
ま
す
！




